
■天候

第１試合　　１回戦

球審：浜田　　塁審：小松　松岡　菊地
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2 2 2 2 0 8 4 2

0 0 0 0 0 0 2 2

打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 三       2 1 1 1 四球 捕犠 遊失 左安

2 二         2 2 1 2 四球 右３ 遊ゴ 四球

3 捕         2 0 1 1 死球 右３ 三振 四球

4 中         2 1 0 1 中犠 二ゴ 四球 三振

5 左         3 1 0 0 三邪 投ゴ 四球 左邪

6 一         2 0 0 0 四球 四球 二ゴ 中飛

7 投         2 1 1 2 死球 投ゴ 二安

7   投       0 0 0 0

8 三         3 1 0 0 三ゴ 投失 捕ゴ

8   遊       0 0 0 0

9 右         1 1 0 0 死球 四球 三ゴ

          

          

          

19 8 4 7
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打 得 安 点 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 遊 投 遊     2 0 1 0 右安 左飛

2 左 二 左     2 0 0 0 捕ゴ 二ゴ

3 二 遊 二     1 0 0 0 三ゴ 死球

4 捕 三 捕     2 0 0 0 二飛 一邪

5 投 捕 投     1 0 1 0 中安 死球

6 一         2 0 0 0 三振 三振

7 三 右 三     2 0 0 0 三振 三振

8 右 左 右     1 0 0 0 三振

8 打         1 0 0 0 三振

9 中         1 0 0 0 四球 三振
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桐生工業

尾　花  康　平

村　田 　　 翔

稲　邉  壮　志

大　柿　　　允

■戦評

稲　邉  壮　志 村　田 　　 翔

齊　藤  佑　輔

白　川  皓　祐

四球 自責

0 0

3 0

三振

清　水　道　広 3

15 2 4

0 3

回数 安打

2

齊　藤  佑　輔 稲　邉  壮　志

稲　邉  壮　志 4

0

稲　邉  壮　志 12 2 1

3稲　邉  壮　志 3 0

安打

坂　本　俊　介

小　方  高　広

佐　藤　利　紀

石　塚　悠　気

投手 捕手

ポジション 氏名

合計

■バッテリー

投手

兒　玉　直　道

清　水　道　広

捕手

名　須　和　成

打者

齊　藤  佑　輔 18 2 1 5 2

0

兒　玉　直　道

■投手成績

自責氏名 回数 打者 四球

■試合時間 １時間４０分 ■備考

■日時 ８月１３日（水） 天理高校　対　群馬県立桐生工業高校晴

５回コールド

山　田　大　貴

駒沢硬式野球場■球場

天理

奈良

代表地区出場校名

天理

清　水　道　広

岡　村　亮　太

大　野　邦　彦

兒　玉　直　道

窪　田　旬　一

桐生工業 群馬

連覇を狙う天理高校と３年ぶり出場の桐生工業高校の試合は、着実に得点を重ねていった天理高校が５回コールドで連覇
に向けての第一歩を踏み出した。初回、天理は３つの四死球で満塁とし４番鈴木がセンターへの犠牲フライで先制。さらにこ
の回もう１点を追加した。続く２回には死球のランナーをバントで送り、２番山田、３番名須の連続三塁打で２点を追加した。そ
の後も３回に敵失で２点、４回にも四球、内野安打等で２点を追加した。一方の桐生工業は、初回先頭齋藤がライト前ヒットで
出塁するも天理の堅守に阻まれて得点を挙げることができなかった。さらに、天理の主戦兒玉の下手投げによる丁寧なピッ
チングは、桐生工業打線を４回まで２安打に抑え、最終回リリーフに上がった清水は３者連続三振と桐生工業の反撃の芽を
絶った。桐生工業の主戦稲邉とリリーフ齋藤は、天理打線を４安打に押さえたものの、合計１２個の四死球によって大量得点
を許してしまった。

三　浦　　　淳

合計

備考

■バッテリー：

三振

氏名

■審判

田　中　　　忠

■：投手成績

ポジション 氏名

名　須　和　成

鈴　木　克　幸

阿　南　三　善
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村　田 　　 翔

残塁：１０　併殺：０

残塁：３　併殺：０

備考


